
◀ 鹿児島湾の熱水噴出孔付
近で見つかったアンチモ
ンの硫化物「輝安鉱」の
塊。割れ目にきれいな輝
安鉱の金属光沢が見える

▲ 日本のはるか南方、マリアナ海域で熱水噴出孔
探査のため「しんかい 6500」に初乗船。水深
3800mの深海底調査を行った＝ 2003 年 10月

 ▲ 無人潜水艇「ハイパードル
フィン」に熱水採取用の採
水器を取り付ける山中准教
授。機器の作動責任は研究
者自らが負う＝ 2007 年 6月

ICHO NAMIKI No.63●いちょう並木 78 いちょう並木●No.63ICHO NAMIKI 

ＹＡＭＡＮＡＫＡ　Ｔｏｓｈｉｒｏ（40歳）
▶1970（昭和45）年　福岡県北九州市生まれ
▶1994（平成６）年　九州大学理学部地質学科卒
▶1999（昭和11）年　九州大学大学院理学研究科修了
▶1999（平成11）年　九州大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー研究員
▶2000（平成12）年　日本学術振興会特別研究員（PD）
▶2001（平成13）年　九州大学大学院比較社会文化研究院助手
▶2007（平成19）年　岡山大学大学院自然科学研究科准教授

自
然
科
学
研
究
科 

准
教
授

山
中　

寿
朗

「高度な知の創成と的確な知の継承」――。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問
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出
る
海
底
温
泉
「
熱
水
噴
出
孔
」
を

発
見
。
以
降
も
調
査
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
海
域
で
採
取
し
た
試
料
の
分
析

と
地
質
・
地
球
化
学
・
地
球
物
理
学

探
査
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
鉱
床
の

存
在
を
突
き
止
め
た
。
10
年
以
上
に

及
ぶ
、
地
道
な
調
査
の
積
み
重
ね
が

実
を
結
ん
だ
。

海
底
で
の
調
査
は
い
た
っ
て
シ

ン
プ
ル
だ
。
有
人
・
無
人
の
潜
水
艇

や
海
中
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
、
海
底
の

水
や
泥
、
石
な
ど
を
採
取
。
サ
ン
プ

ル
の
成
分
や
特
長
を
細
か
く
分
析
す

る
。「
船
に
乗
れ
な
い
と
サ
ン
プ
ル

が
採
れ
な
い
。
１
回
目
の
乗
船
チ
ャ

ン
ス
を
得
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
」。

そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
の
は

大
学
院
時
代
。
海
外
で
の
乗
船
調
査

に
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
。「
こ

の
機
会
を
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。
す
ぐ
に
参
加
を
決
め
た
。「
そ

こ
で
出
会
っ
た
研
究
者
と
の
つ
な
が

り
で
そ
の
後
の
乗
船
機
会
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
州
大
学
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
在
籍
時
は
年
間
１
１
０
日
ほ

ど
、
船
の
上
で
過
ご
し
た
」
と
振
り

返
る
。

生
命
の
起
源
に
興
味

熱
水
噴
出
孔
の
調
査
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、「
生
命
起
源
へ
の
興

味
」
と
い
う
。
熱
水
噴
出
孔
か
ら
は

水
素
、
メ
タ
ン
、
硫
化
水
素
と
い
っ

た
ガ
ス
や
金
属
イ
オ
ン
な
ど
が
噴
き

出
て
い
る
。
こ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
、
有
機
物
を
合
成
す
る
細
菌
な
ど

の
微
生
物
が
食
物
連
鎖
の
底
辺
を
支

え
る
形
で
生
態
系
を
形
成
す
る
。
こ

う
し
た
環
境
は
、
い
ま
だ
に
多
く
の

謎
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、近
年
は
「
生

命
誕
生
の
場
所
」
と
し
て
有
力
視
さ

れ
、
多
く
の
研
究
者
が
関
心
を
寄
せ

て
い
る
。
山
中
准
教
授
も
そ
ん
な
一

人
。「
最
初
に
誕
生
し
た
生
命
は
何

か
。
そ
の
生
命
は
ど
う
い
う
生
活
を

し
、
地
球
と
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
の

か
。
進
化
の
道
筋
を
た
ど
っ
て
み
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

基
礎
は
地
質
学

　
「
地
球
化
学
の
基
礎
は
地
質
学
。

地
層
を
調
べ
る
こ
と
で
、
45
億
年
と

い
う
時
間
の
流
れ
や
地
球
内
部
ま
で

の
空
間
的
な
広
が
り
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」。

11
月
中
旬
。
香
川
県
高
松
市
塩
江
町

の
山
中
に
、
山
中
准
教
授
と
学
生
の

姿
が
あ
っ
た
。「
地
質
調
査
法
実

習
」
の
現
地
調
査
だ
。
学
生
た

ち
と
山
道
を
歩
き
、
ハ
ン
マ
ー

で
山
肌
を
叩
い
て
、
岩
石
を

割
る
。「
こ
の
凝
灰
岩
の
層
は
、

橋
の
下
に
あ
っ
た
凝
灰
岩
の
続

手がかりは深海にあり
生命誕生の地に迫る
鉱床発見で資源問題解決も
生命の起源とは―。近年、地球最古の生命体と豊富な鉱
物資源が存在するとして注目を集める深海底の温泉「熱
水噴出孔」。ここをフィールドに調査・研究を続けている
のが、地球化学を専門とする自然科学研究科（理）の山
中寿朗准教授。生命誕生の秘密に迫る熱水噴出孔の調
査と、資源問題を解決する糸口を探る研究を紹介する。

地
道
な
調
査
が
結
実

「
鹿
児
島
湾
に
レ
ア
メ
タ
ル
鉱

床　

国
内
最
大
級
」
―
。
今
年
４

月
、
新
聞
各
紙
に
大
見
出
し
が
躍
っ

た
。　
「
も
と
も
と
は
、
金
鉱
を
探

し
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
詳
し

く
調
べ
て
い
く
と
、
金
だ
け
で
な

く
、（
希
少
金
属
の
一
種
）
ア
ン
チ

モ
ン
が
か
な
り
の
量
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
棚
か
ら
ぼ
た
餅
で
し
た
」。

2
0
0
7
年
６
月
、
学
生
時
代
か
ら

研
究
を
続
け
て
き
た
鹿
児
島
湾
で
、

2
0
0
度
近
い
熱
水
が
活
発
に
わ
き

き
で
し
ょ
う
」「
こ
の
辺
に
同
じ
地

層
が
見
え
て
も
い
い
よ
ね
」。
こ
ん

な
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
学
生
た
ち

は
地
図
に
記
号
を
入
れ
、
地
層
の
分

布
図
を
仕
上
げ
て
い
っ
た
。

「
学
生
た
ち
に
は
野
外
で
の
体
験

や
他
分
野
の
研
究
者
と
の
交
流
を
通

じ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し

い
。
自
分
自
身
、
海
底
調
査
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
と
共

に
船
に
乗
っ
た
こ
と
で
世
界
が
大
き

く
広
が
っ
た
。
学
生
時
代
こ
そ
分
野

や
所
属
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
点

で
学
問
の
世
界
を
見
渡
し
、
多
く
の

知
識
を
吸
収
し
て
欲
し
い
」


